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ご あ い さ つ

　 沖 縄 県 内 に は、 貝 塚、 グ ス ク、 集 落 跡、 近 世 墓 な ど を 含 め 約 4,500 カ 所 の

遺 跡 が 確 認 さ れ て い ま す。 沖 縄 県 立 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー で は、 先 人 た ち が 残

し た こ れ ら の 埋 蔵 文 化 財 の 発 掘 調 査 を 行 い、 考 古 学 的 見 地 か ら 検 証 し た 成 果

を沖縄県の歴史・文化の解明や研究に役立てています。

　 通 常、 発 掘 調 査 が 始 ま っ て か ら、 土 器 や 石 器 な ど の 出 土 遺 物 を 整 理 し、 報

告 書 を 刊 行 す る ま で に は 数 年 の 歳 月 を 必 要 と し ま す。 そ こ で 当 セ ン タ ー で は

発 掘 調 査 で 得 ら れ た 最 新 の 成 果 を い ち 早 く、 県 民 を は じ め と す る 多 く の 方 々

に 見 て い た だ き た い と の 思 い か ら、 前 年 度 に 実 施 し た 発 掘 調 査 の 成 果 を 展 示

公開する 「発掘調査速報展」 を毎年開催しています。

　 今 回 の 「発 掘 調 査 速 報 展 2016」 で は、2015（平 成 27） 年 度 に 調 査 を 行 っ

た 沖 縄 本 島・ 離 島 を 含 む ４ 地 区 の 発 掘 調 査 の 主 な 成 果 を、 出 土 遺 物 や 写 真 パ

ネルなどを通して紹介しております。

新 石 垣 空 港 内 に 位 置 す る 白
しら

保
ほ

竿
さお

根
ね

田
た

原
ばる

洞 穴 遺 跡 の 調 査 で は、 約 ２ 万 年 前 の

人 骨 が 出 土 し、 私 た ち の 祖 先 が ど こ か ら 来 た の か を 知 る こ と の で き る 貴 重 な

遺 跡 と し て 注 目 を 集 め て い ま す。 ま た、 琉 球 国 王 の 世 子 の 邸 宅 で あ っ た 中
なか

城
ぐすく

御
う　どぅん

殿 跡 （旧 県 立 博 物 館 跡） か ら は、 往 時 の 暮 ら し ぶ り が う か が え る 出 土 遺 物

が数多く見つかっています。

　当センターが行った発掘調査を通して、多くの方々が遺跡や遺物などに接し、

先人たちの暮らしに想いを馳
は

せるとともに、 沖縄の歴史と文化に対して親しみ

を持ち、その価値や重要性について理解を深める一助となれば幸いです。

平成 28 年８月２日

沖縄県立埋蔵文化財センター

所　長　　 金　城　亀　信
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沖縄本島 八重山諸島

平成 27 年度 発掘調査実施箇所

発掘調査一覧（平成 27 年度）

　　　事業名 ( 遺跡名）　
　
① 白保竿根田原洞穴遺跡確認調査
　  （白保竿根田原洞穴遺跡）

 ②  県内遺跡詳細分布調査
　  （阿波連浦貝塚）

③  基地内文化財分布調査
　  （西普天間住宅地区）

④  首里城公園発掘調査

　  （中城御殿跡）

所 在 地

石 垣 市

渡嘉敷村

宜野湾市

那 覇 市

時 代 区 分

旧石器時代（後期更新世）～  グスク時代

縄文時代  ～  弥生時代並行期

縄文時代　～　近　　代

近　　世　～　現　　代

①白保竿根田原洞穴遺跡
　【石垣市】

④首里城公園中城御殿跡
【那覇市】

③西普天間住宅地区（旧キャンプ瑞慶覧）

【宜野湾市】

繁多川四丁目

首里鳥堀町二丁目

那覇IC

首里崎山町一丁目

首里金城町
四丁目

首里赤田町二丁目

首里当蔵町二丁目

首里汀良町二丁目

首里城跡

守礼門

首里高校

②阿波連浦貝塚
【渡嘉敷村】

④首里城公園中城御殿跡
上之御殿西側石積み遺構

西普天間住宅地区（旧キャンプ瑞慶覧）

道跡（普天間旧道跡）

貝集中遺構貝集中遺構
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沖縄本島 八重山諸島

平成 27 年度 発掘調査実施箇所

発掘調査一覧（平成 27 年度）

　　　事業名 ( 遺跡名）　
　
① 白保竿根田原洞穴遺跡確認調査
　  （白保竿根田原洞穴遺跡）

 ②  県内遺跡詳細分布調査
　  （阿波連浦貝塚）

③  基地内文化財分布調査
　  （西普天間住宅地区）

④  首里城公園発掘調査

　  （中城御殿跡）

所 在 地

石 垣 市

渡嘉敷村

宜野湾市

那 覇 市

時 代 区 分

旧石器時代（後期更新世）～  グスク時代

縄文時代  ～  弥生時代並行期

縄文時代　～　近　　代

近　　世　～　現　　代

①白保竿根田原洞穴遺跡
　【石垣市】

④首里城公園中城御殿跡
【那覇市】

③西普天間住宅地区（旧キャンプ瑞慶覧）

【宜野湾市】

繁多川四丁目

首里鳥堀町二丁目

那覇IC

首里崎山町一丁目

首里金城町
四丁目

首里赤田町二丁目

首里当蔵町二丁目

首里汀良町二丁目

首里城跡

守礼門

首里高校

②阿波連浦貝塚
【渡嘉敷村】

①白保竿根田原洞穴遺跡
遺跡近景

上之御殿西側石積み遺構貝集中遺構貝集中遺構
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白
しら

保
ほ

竿
さお

根
ね

田
た

原
ばる

洞
どう

穴
けつ

遺
い

跡
せき

事  業  名： 白保竿根田原洞穴遺跡確認調査
所  在  地 ： 石垣市字白保（新石垣空港敷地内）
時　    代 ： 旧石器時代（後期更新世）～グスク時代
調査期間 ： 平成 27（2015）年 6 月 1 日～ 6 月 30 日
調査面積 ： 約４㎡

１　はじめに
　琉球列島の島々は、琉球石灰岩で覆われた地域が多く、人骨が化石として残りやすいこと
から、旧石器時代の人骨が数多く出土することで知られています。これまで、沖縄本島や伊
江島、久米島、宮古島などにおいて、10 か所前後の遺跡が発見されていますが、八重山諸島
では未確認の状態が続いていました。
　このような中で、平成 22（2010）年度に行われた新石垣空港建設に伴う発掘調査で出土
した人骨が、約 2 万年前のものであることがわかり、その当時の石垣島に人類が到達してい
たことを明らかにしました。

その後、沖縄県立埋蔵文化財センターでは、遺跡のより詳細な性格・範囲を確認する目的
で、平成 24（2012）年度から確認調査を行っています。平成 27（2015）年度は 6 月の 1
か月間発掘調査を実施しました。調査にあたっては、出土遺物の分析に支障がないよう、また、
出土状況の再検証が可能なように、検出や記録、取上げ、運搬、分析試料サンプリングに至
るまで慎重かつ迅速に行うよう努めました。

２　調査の概要
　平成 27（2015）年度の調査は、遺跡の基盤層の確認を目的として、G･H-4･5 グリッドに
おいて 4㎡の調査を行いました。特に H4 グリッドに位置する崩落岩の岩陰部分のⅢ E 層（2
万～ 2 万 4 千年前 BP）からは、人骨片がまとまって出土する状況が確認されました。人骨
に部位的なまとまりがあり、人体の各部の位置関係を保った状態で埋蔵されている可能性が
あることから、今後、出土状況について分析を行う予定にしています。
　また発掘と並行し、遺跡周辺の地域に石器石材として利用可能な石材が分布するのかを確
認するための調査を行い、緑

りょく

色
しょく

片
へん

岩
がん

や古
こ

銅
どう

輝
き

石
せき

安
あん

山
ざん

岩
がん

などを確認しました。さらに、洞穴
堆積物分析や鍾乳石のサンプリングを行い、洞穴や遺跡の形成・堆積の過程について分析を
行っています。
　
３　今後の計画
　平成 28（2016）年度まで確認調査を行うとともに、遺跡の適切な保存や評価、地域での
活用法について、考古学や人類学、地質学の研究者で構成した調査指導委員会により検討を
行い、これまでの成果をまとめた調査報告書を刊行する予定です。
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N

削平

I4区露頭

BC8区

遺構の分布が推定される範囲

SX2

SX3

SF1

SX5

SX4

SX2

SX3

SF1

SX5

SX4

D4区

D3トレンチ北
D3ト

レ
ン
チ
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S=1/200

調査区

第 1 図　白保竿根田原洞穴遺跡の位置

第２図　平成 27 年度調査範囲（G･H-4･5）　

白保竿根田原洞穴遺跡

白保竿根田原
洞穴遺跡波照間島

宮古島

石垣島
←白保竿根田原洞穴遺跡

多良間島

与那国島
西表島
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第 3 図　遺跡の基本層序

第１表　層序と主な遺構・遺物一覧

魚
類

カ
エ
ル
類

リ
ク
ガ
メ
類

ト
カ
ゲ
･
ヘ
ビ

鳥
類

コ
ウ
モ
リ

ネ
ズ
ミ
類

ネ
コ

イ
ノ
シ
シ

ウ
シ

０層 現　代 -

Ⅰ層 中森期
（グスク時代・14～16世紀）

地床炉跡：１基 △ △ △ ○ △ △ △ △ △ ○

Ⅱ層 無土器期～中森期 津波堆積層か △ ○ ○ △ △ △ △ △ ○

ⅢA1層 無土器期
（約2000年前・弥生並行）

炭化物集中：２基

ⅢA2層 下田原期
（約4000年前・縄文後期並行）

礫敷遺構 △

S層 下田原期
（約4000年前・縄文後期並行）

崖葬墓の可能性 △ △ △ ◎ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ ◎

ⅢB層 完新世前半
（8500BP～9500BP）

- ○ △ ○ ◎ △ ◎ △ ○ ○ △ ◎ ◎

B層 後期更新世末
（12000BP）

- △ △ ○ △ ○ ○ △ △ ○

ⅢC層 後期更新世
（16000BP～18000BP）

- △ ◎ △

ⅢD層 後期更新世 -

ⅢE～
Ⅳ層

後期更新世
（20000BP～24000BP）

- ◎ △ ◎ ◎ ○ △ ◎ △

A層 更新世か - △ △ △ △ △ △ ○ ○

◎

△

○ ◎

○ △ ○

石
器
・
石
材

人
骨

動物骨

◎

△ ○ △ ◎ △

貝
類

△ ○ △ ◎ ◎ △ ○ △ △

層　序
時　代

（年代BP）
遺　構

遺物　（出土量 ： ◎＝多い・○＝普通・△＝少ない）

人工遺物 自然遺物

陶
磁
器

土
器

貝
・
骨
製
品

カ
ニ
・
ヤ
シ
ガ
ニ

貝

貝

カクラン

炭

X2 層

X1 層

X3 層

ⅢA1 層

ⅢA1 層

Ⅱ1 層

Ⅱ2 層

Ⅰ層

ⅢA2 層

ⅢB 層

落盤 (R) 層落盤 (R) 層

ⅢB 層

未 掘

ⅢE 層

ⅢC 層

ⅢD 層

ⅢE 層

転石（石灰岩）

トムル層の片岩類

転石（二次生成物）

G2 G3 G4 G5 G6

EL=31.00m

EL=30.00m

EL=29.00m

EL=31.00m

EL=30.00m

EL=29.00m

礫敷遺構（SX4)

炭化物集中部（SX2・SX3)

０ 1m



7

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

図版３　H4 区Ⅲ E 層人骨検出作業状況　　　　　　　　　　　　

写真５　人骨出土状況（画像右が頭骨・顔面部分　左が下顎骨）

左上腕骨

頭骨

写真１　遺跡近景 写真２　人骨を覆う崩落岩（H4 区）

写真４　人骨の取り上げ作業状況写真３　H4 区Ⅲ E 層人骨検出作業状況　

頭骨

上顎骨
下顎骨

左上腕骨

人骨集中部
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阿
あ

波
は

連
れん

浦
うら

貝
かい

塚
づか

( 県内遺跡）

事  業  名 ：県内遺跡詳細分布調査
所  在  地：渡嘉敷村阿波連浦
時　    代 ：縄文時代～弥生時代並行期
調査期間 ：平成 27(2015）年 6 月 30 日～ 9 月 10 日
調査面積 ：約 20㎡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1. 調査の目的
　これまで埋蔵文化財の分布状況の把握が不十分であった慶

け

良
ら

間
ま

諸島（渡
と

嘉
か

敷
しき

村・座
ざ

間
ま

味
み

村）
において、平成 22 ～ 27 年度の予定で遺跡分布調査を実施しました。また、平成 27 年度ま
での調査成果をまとめた報告書「慶良間諸島の遺跡」を刊行しました。
2. 阿波連浦貝塚の範囲確認調査
　平成 27 年度は渡嘉敷村阿波連浦貝塚の範囲確認調査を実施しました。
　阿波連浦貝塚は、渡嘉敷島南東隅の海岸砂丘に位置する縄文時代晩期～弥生時代並行期の
遺跡で、昭和 53（1978）年に沖縄国際大学の学生による踏査によって、採砂中の砂丘より
多くの貝殻や土器を発見しました。その後同大学試掘調査 (1978、1979) 及び範囲確認調査
(1986、1987) が行われ、その結果３つの文化層 ( Ⅳ層、Ⅵ層、Ⅷ層 ) が確認されました。ま
たⅥ層から出土し標識とされた阿波連浦下層式土器は縄文時代晩期から弥生時代並行期の時
期に位置付けられ、南九州縄文時代晩期の黒

くろ

川
かわ

式
しき

と特徴が類似することが指摘されているこ
とから、土器型式の変遷や九州地域との関連 ( 交流 ) を知る重要な遺跡と考えられています。
しかし近年風雨や雨水の流れ込みにより遺跡の崩壊が進み、その保存が懸

け

念
ねん

されていました。
　そこで当センターでは、遺跡の保護を検討するために平成 26 年度に地形測量と範囲確認
調査を、平成 27 年度も引き続き範囲確認調査を実施しました。

慶良間諸島

阿波連浦貝塚

渡嘉敷港

阿波連集落

渡嘉敷島
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3. 今年度の調査について
今回は昨年度確認した包

ほう

含
がん

層
そう

の範囲を把握し阿波連浦貝塚の詳細な範囲を確認するために３
か所に調査区を設定し調査を行いました。

                      　

阿波連浦貝塚 基本層序 ( 左：平成 26 年度 ﾄﾚﾝﾁ B 右：平成 27 年度 調査区① )

平成 27 年度 阿波連浦貝塚 調査箇所 平面図
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調査の結果、調査区②では北に向けて基盤層であるⅩ層が北へ傾斜する状況が、また調査
区③では地表から 1.5 ｍまで客土であるⅠ層が堆積している状況が確認できました。さらに
調査区①ではⅣ層からⅦ層を再確認することができ、新たな包含層であるⅨ層を確認するこ
とができました。
　このうち調査区①で確認したⅦ層は調査区②やトレンチ B に比べ厚く堆積しており、これ
に伴いⅥ層とその上層も高い位置で堆積していました。
  遺構はⅣ層上面から貝集中遺構と土坑と思われる遺構が、Ⅵ層の上面からは貝集中遺構を
確認しました。

　

調査区① 貝集中遺構検出状況 ( 赤：Ⅳ層検出　黄色：Ⅵ層検出 )

調査区① 土坑検出状況 ( 赤部分 )
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　遺物はⅣ層から無
む

文
もん

尖
せん

底
てい

系土器や浜
はま

屋
や

原
ばる

式土器、阿波連浦Ⅳ層土器群、阿波連浦下層式土
器の特徴を持つものが、Ⅵ層から標識である阿波連浦下層式土器が出土しました。また今回
Ⅶ層より下の層から出土した無文土器は、ハケ状の器面調整がなされ、直線的な器形をして
いることより縄文時代後期 ( 点

てん

刻
こく

線
せん

文
もん

系様式 ) と考えました。この土器の出土層は過去に壺
型土器が確認されたⅧ層よりも古いと考えられるためⅨ層としました。

         調査区① Ⅸ層 土器出土状況　　　　　　　　　　　 　Ⅸ層 出土土器

4. 阿波連浦貝塚の範囲について
これまでの調査の結果、阿波連浦貝塚は、北及び東に露出する岩盤付近から砂丘が平面的に
広がる南西の川跡付近まで広がり、南側は調査区③の北側までが範囲となると考えられます。

　

5. 今後の保存について
　阿波連浦貝塚は風雨や雨水の流れ込みによる遺跡の崩壊を防ぐため、調査終了後にドレー
ンシートによって法面を覆い、遺跡を保護しています。
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画像 、 、 、地図データ

普天間飛行場

西普天間住宅地区西普天間住宅地区

普天間飛行場

普天満宮普天満宮

事  業  名：基地内文化財分布調査
所  在  地 ： 宜野湾市西普天間住宅地区（旧キャンプ瑞慶覧）
時　    代 ： 縄文時代～近代
調査期間 ： 平成 27（2015）年８月３日～ 10 月１日（試掘調査）

 同年 11 月 30 日～平成 28（2016）年１月 29 日（確認調査）
調査面積 ： （試掘調査）計 1600㎡（４×４m 試掘 94 か所、トレンチ１か所）
　　　　　（確認調査）計 806.5㎡（トレンチ４か所）

１　はじめに
　昨年の平成 27（2015）年３月 31 日に、キャンプ瑞

ず

慶
け

覧
らん

西普天間住宅地区が返還されました。
この場所の跡地利用に伴い、文化財の適切な保護・活用のため、開発等の前に埋蔵文化財の
有無を把握する目的で、平成 26 年度より宜野湾市教育委員会により同地区の試掘調査を開
始しました。同地区は 51ha と広域なことから、宜野湾市の依頼を受け、平成 27 年度より
沖縄県教育委員会も協力して試掘調査を行うことになりました。
　沖縄県立埋蔵文化財センターが昨年度実施した試掘・確認調査によって、新たに３つの遺
跡が発見されました。

 

図 1　西普天間住宅地区の位置

図２　昭和 20 年１月の西普天間住宅地区周辺の航空写真

西
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事  業  名：基地内文化財分布調査
所  在  地 ： 宜野湾市西普天間住宅地区（旧キャンプ瑞慶覧）
時　    代 ： 縄文時代～近代
調査期間 ： 平成 27（2015）年８月３日～ 10 月１日（試掘調査）

 同年 11 月 30 日～平成 28（2016）年１月 29 日（確認調査）
調査面積 ： （試掘調査）計 1600㎡（４×４m 試掘 94 か所、トレンチ１か所）
　　　　　（確認調査）計 806.5㎡（トレンチ４か所）

１　はじめに
　昨年の平成 27（2015）年３月 31 日に、キャンプ瑞

ず

慶
け

覧
らん

西普天間住宅地区が返還されました。
この場所の跡地利用に伴い、文化財の適切な保護・活用のため、開発等の前に埋蔵文化財の
有無を把握する目的で、平成 26 年度より宜野湾市教育委員会により同地区の試掘調査を開
始しました。同地区は 51ha と広域なことから、宜野湾市の依頼を受け、平成 27 年度より
沖縄県教育委員会も協力して試掘調査を行うことになりました。
　沖縄県立埋蔵文化財センターが昨年度実施した試掘・確認調査によって、新たに３つの遺
跡が発見されました。

 

図 1　西普天間住宅地区の位置

図２　昭和 20 年１月の西普天間住宅地区周辺の航空写真

２　調査の方法
　試掘坑の設定　　平成 27 年度は主に東側を対象に調査を行いました。試掘は西普天間住
宅地区を東西南北で 30 × 30 ｍのマス目で区切り、そのマス目の北東角に４×４ｍの試

し

掘
くつ

坑
こう

を設けて発掘を行いました。ただし、建物や樹木があるところを避け、また過去の地図や写
真によって遺構がある可能性のある場所については、その場所に動かして設定しました。
試掘の方法　　試掘は、迅速に進めるために重機を用いて掘り進め、遺構が確認された場

合はそこで止め、人力で検出しました。検出された遺構と掘
くっ

削
さく

によってできた壁面の記録を
行い、それが終了した試掘坑は順次埋め戻していきました。
　確認調査の設定　　後述のように、試掘調査によって発見された遺構のうち、特に４つの
試掘坑についてその規模や広がりの把握が必要だったため、試掘坑を拡張して確認調査を行
いました。

３　調査成果
　普

ふ
天
てん
間
ま
石
いし
川
かわ
原
ばる
第二遺跡　　平成 26 年度の宜野湾市教育委員会の調査成果も合わせた結果、

先史時代、グスク時代、近世・近代の３つの時代にまたがる遺跡であることが分かりました。
また試掘で遺構や遺構のあった地層が確認される試掘坑も多いので、現時点では広い範囲が
遺跡として想定されています。
　主な遺構として、先史時代とグスク時代の土

ど

坑
こう

や柱
ちゅうけつ

穴、近世近代の土坑や溝、かまどなど
が検出されています。

図２　　昭和 20 年 1 月の西普天間住宅地区周辺の航空写真
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　安
あ
仁
に
屋
や
東
あがり
原
ばる
古
こ
墓
ぼ
群　　試掘とその後の確認調査によって、２基の墓が発見されました。

東側の墓１は、屋根部は戦後の改変で失われていましたが、墓内と墓庭は良好な状態で残さ
れていました。西側の墓２は、墓１と同様に屋根部が崩れ、墓庭部分も失われていましたが、
墓室は良好な状態で残されていました。近世・近代の墓は、丘陵沿いに墓を作ることが多い
ため、今回調査した場所の周辺でさらに古墓が検出される可能性が高いと思われます。
　普天間旧道跡　　1945 年米軍撮影の航空写真で確認することができたため、この道があっ
たと考えられる場所の４か所を試掘したところ、いずれの場所でも普天間旧道の遺構を確認
することができました。さらに道跡の広がりを調べるために確認調査を行ったところ、側溝
部分を含めて道幅が約 4.7 ｍと確認されました。この道跡の遺構は、西普天間住宅地区の東
側にある海軍病院建設予定地内における発掘調査や平成 26 年度の西普天間住宅地区フェン
ス付近の道路工事に伴う試掘確認調査においても確認されているため（宜野湾市教育委員会
より情報提供）、かつて旧道が通っていた箇所には、道跡が残されている可能性が高い と考
えられます。

４　今後の計画
　西普天間住宅地区の埋蔵文化財調査は、2016（平成 28）年度も引き続き試掘調査を行う
とともに、試掘によって発見された遺跡の本調査を行っていきます。沖縄県は西側の緑地部
分の試掘・確認調査を行っています。

図３　平成 27 年度試掘成果と発見された遺跡・主な遺構
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普天間石川原第二遺跡
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実施箇所　推定遺跡範囲図
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首
しゅ

里
り

城
じょう

公
こう

園
えん

  中
なか

城
ぐすく

御
う

殿
どぅん

跡
あと

事  業  名 ：首里城公園発掘調査
所  在  地：那覇市首里大中町１- １
時　   代 ：近世～現代
調査期間：平成 27（2015）年６月１日～ 12 月 18 日 
調査面積：300㎡

1. 中城御殿の概要
　中城御殿は、次の琉球国王となる世

せい

子
し

が暮らした邸宅跡を指します。当初その建物は、
17 世紀前半に現首里高等学校敷地内（現首里真

ま

和
わ

志
し

町）に創建されました。その後、明治
８（1875）年に現在の首里大

おお

中
なか

町であるこの場所に移転し、昭和 20（1945）年の沖縄戦
により破壊されるまで存在してました。今回報告の対象とするのは、移転後の中城御殿を
指します。
　戦後は一時、引揚者たちのバラックが建てられ、のちに首里市役所、首里バス会社の敷地
として使用されましたが、昭和 40（1965）年に龍

りゅう

潭
たん

の東側にあった博物館を移転するため
に琉球政府により敷地が買い取られます。そして米国の援助により琉球政府立博物館の建物
が新築されました。その後、博物館は昭和 47（1972）年の本土復帰に伴い沖縄県立博物館
に改称され、平成 21（2009）年に解体されるまでこの地に存在していました。

2. 調査成果
　平成 27（2015）年度調査は、かつて中城御殿敷地の北西部を調査対象として発掘調査を
実施しました。この場所は上

いい

之
ぬ

御
うどぅん

殿と呼ばれる平屋の建物を中心に南側には庭園、東側には
御
う

嶽
たき

が配置されていました。
　トレンチ１ではかつて御嶽であった岩

がん

塊
かい

の周辺部において遺構確認調査を行い、御嶽に取
り付いていた石階段の基礎部分が残っていることが新たに分かりました。また、庭園周辺に
設定したトレンチ２では庭園の池が西側に広がること、そして庭園の南側に基

き

壇
だん

状
じょう

の遺構が
確認されました。
　これら上之御殿と庭園、御嶽周辺を囲っていた施設を確認するために最西端にトレンチ３
を設定しました。その結果、高さ３ｍ、長さ約 15 ｍの石

せき

牆
しょう

が検出されました。この石牆は
相
あい

方
かた

積
づ

みで、根
ね

石
いし

近くは大きめの切石で、上部は小ぶりな切石でそれぞれ積まれていること
が分かりました。また、石牆の西側から井戸跡も確認されました。トレンチ３の石牆はおそ
らく近世から近代初めにかけて構築されたと、出土遺物から考えられました。
　トレンチ３から検出された井戸跡とトレンチ２から検出された池状遺構と基壇状遺構は、
古
こ

写
しゃ

真
しん

や絵画資料には描かれていない遺構であり、出土遺物と検出された遺構の状況から大
正から昭和初めにかけて構築された施設であると思われます。
　将来的に中城御殿跡は復元整備が行われる予定ですが、今回の調査の結果、将来の復元整
備において重要な根拠となるデータが得ることができました。
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中城御殿建物復元配置図

平成 27 年度調査対象区域

平成 27 年度発掘調査区全景（東から）

表御殿

御内原地区
（奥御殿）
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○平成 27 年度発掘調査の主な成果

写真１　石囲い遺構３ 写真２　避難壕跡

写真４　石積み遺構（石階段基底部） 写真５　石囲い遺構１

写真３　トレンチ１全景（南から）
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写真 6　庭園上部の岩盤上面 写真７　基壇状石列遺構

写真８　トレンチ２全景（北から）

写真９　庭園石橋の部材か 写真 10　庭園下部の池
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写真 11　石積み基底部近くの石列遺構 写真 12　石積み根石状況

写真 13　トレンチ 3全景（東から）

写真 14　石積み遺構 写真 15　井戸跡
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西　暦 元　号 事　項

1621～40 尚豊王代 尚豊王代　中城御殿が現県立首里高校の地に建設される

1870年 尚泰23/明治3年 中城御殿が龍潭北側に新しく造営されることが決まる

1875年 尚泰28/明治8年 世子・中城王子が新築された屋敷に移る

1879年 尚泰32/明治12年 廃藩置県　首里城を明け渡し尚泰王以下中城御殿に移る

1884年 明治17年 中城御殿ほか21ヶ所の敷地・建物など尚泰の私有財産と確定される

3月下旬　宝物を３つの大金庫へ移す

4月6日頃　中城御殿が米軍の砲撃をあびて炎上

4月8日頃　火災をのがれた御後絵（肖像画）を御嶽岩の後ろに移す

4月10日頃　日本軍が殿を機関銃陣地にする（上之御殿、防空壕など）

戦後　一時引き揚げ者のバラックが建つ

1月　首里市役所が中城御殿跡に移転する

7月　首里市営バスが営業所を同敷地内に設置する（～66年まで）

1954年 昭和29年 首里市が那覇市に合併され首里市役所が首里支所となる

1965年 昭和40年 琉球政府が敷地購入

首里支所が当蔵に移転　首里バス（1951年に民営化）が当蔵へ移転

10月　米国の援助により新敷地に鉄筋コンクリート建の新館を建設
龍潭池畔にあった「琉球政府立博物館」が移転　11月に開館

1972年 昭和47年 5月　日本復帰にともない「沖縄県立博物館」と改称する

1991年 平成3年 県立博物館による石牆部分の第1次発掘調査実施

1992年 平成4年 県立博物館による石牆部分の第2次発掘調査実施

1994年 平成6年 県立博物館による石牆部分の第3次発掘調査実施

2006年 平成18年 3月　沖縄県立博物館が新館移転（おもろまち）のため休館

2007年 平成19年 県立埋蔵文化財センターによる調査開始

1945年 昭和20年

1950年 昭和25年

1966年 昭和41年

写真 16　トレンチ 3　石積み遺構全景（西から）

表　中城御殿跡年表
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◇ ◇
関連文化講座

今後の催しのご案内

入所無料

第 65 回　文化講座

①白保竿根田原洞穴遺跡確認調査　　　

②県内遺跡詳細分布調査（阿波連浦貝塚）

③基地内文化財分布調査

④首里城公園中城御殿跡　　　　

8 月 6 日（土）13：30 開講（開場　13：00）日時：
会場：当センター研修室

　仲座久宜

宮城淳一

 大堀皓平

山本正昭

（旧キャンプ瑞慶覧　西普天間住宅地区）　

予約不要・参加無料先着 140 名

〒 903-0125　沖縄県中頭郡西原町字上原 193-7
TEL：098-835-8751　　FAX：098-835-8754

開所時間：午前 9 時～午後 5 時
　　　　    （入所は午後 4 時 30 分まで）

休 所 日：月曜日、国民の休日
　　　　※月曜日が祝日の際は、翌日の火曜日も休所
　　　　※その他、臨時休所あり
交　  通：沖縄自動車道西原 IC より車で 10 分
　　　　市外線バスターミナル発  那覇バス 97 番「琉大附属病院前」下車徒歩 3 分

企画展

◆重要文化財公開「首里城京の内出土品展」◆
開催期間：平成 29 年 2 月 21 日（火）～ 5 月 14 日（日）
　   会場：沖縄県立埋蔵文化財センター　企画展示室
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